んの 報告に ある、 信 州 上水 内の 八月 六日の 夜 を 以てす 

るの が、 古 形を存 する もの、 様で ある。 沖 網に 保存し 

てゐる たなばた 祭り も、 やはり 七月 六日の 夜からで、 

翌朝になる とすんで ゐた。 

「水の 女」 の 続稿に は、 既に 計画 も 出来て ゐ るので あ 

るが、 たなばたと いふ 言葉 は、 宛て字 ど ほり 棚 機で あ 

つた。 棚 は、 天ノ湯 河，. 板挙 • 棚 橋 • 閼伽棚 (簀 子から、 

かけ 出した もの) の 棚で、 物から かけ 出した 作りで あ 

る。 その 一 種なる 地上 • 床上に かけ 出した 一 種の^^ 

ばかりが 栄えた ので、 此 原義 は、 訣り にく、 なって 了 

うた。 1^ と 言へば、 上から 吊り さげる 所謂 「間 木」 



と 称する もの、 とば かリ考 へられる やうに なった。 同 

行の 学者の 中に も、 或は この 点、 やはり 隈 ない 理 会の 

と、 V かぬ らしく、 を 吊り棚と ばか リ考 へて ほかく 

れぬ人 も ある。 

壁に 片方 づけに なって ゐ ない 吊り棚に、 年 神棚が ある。 

此は、 天井から 吊り さげる のが、 本式であった。 神 又 

は 神に 近い 生活 をす る 者 を、 直 人から 隔離す るの がお 

なの 原義で、 天井から なりと、 床上に なりと、 自由に、 

なる もの は、 作る 事が 出来た 訣 である。 棚の 一 つ 

の 型 をな す 「盆 棚」 と 称せられる もの は、 決して、 普 

通の 吊り棚で も、 雁木で もない。 此は、 地上に 立てた 



柱の 上に、 座 を 設けた ものが、 移して 座敷のう へに も、 

作られる 様になった のであった。 

だが、 かう した^^の 中に も、 自然なる 分化が あって、 

地上から 隔離す る 方法に よって、 名 を 異にする 様にな 

つた。 一 つ は、 盆 棚 形式の もので、 柱 を 主部と する も 

ので ある。 珠玉の 神 を 御倉 板挙 (記) とい ふな ど は、 

倉の 棚に、 此 神を祀 つた ものと 見て ゐ るが、 これ は、 

くらだな に対する 理 会が、 届かない からで ある。 

, が 即 倉で、 倉の 神が 玉で あり、 同時に、 天照皇 

大 神の 魂の しん ぼる であり、 また 来の しん ぼる として、 

倉 棚に 据 ゑら れ たので ある。 



この 倉 は、 地上に 柱 を 立て、 その 脚の 上に 板 を 挙げて、 

それに、 五穀 及び その 守護霊 を据 ゑて、 仮り 屋根 をし 

てお く、 とい ふ 程度の ものであった らしく、 「神 座なる 

棚」 の 略語、 ^の 義 である。 時には、 その 屋根 さへ 

もない ものが あって、 それ を 古くから、 さず きと 言う 

た。 後に、 この 言葉が 分化した 為に、 而も、 さず きそ 

の 物の 脚が 高くな つた 為に、 別名 やぐらと 称する 称へ 

を 生んだ。 神霊 を 斎 ひ 込める 場合に は、 屋根 は 要る が、 

それでなくて、 一時的に 神を迎 へる 為なら ば、 屋根の 

ない の を 原則として ゐた。 後に は、 棚に も 屋根 を 設け 

る 様になつ たが、 古く は、 さう ではなかった ので ある。 



に 空想に なって 了 ひさう だ。 我々 の 古代に は、 かう し 

た 少女が 一 人、 或は それ を 中心とした 数人の 少女が、 

ユキ ァヒ 

夏 秋 交叉の 時期 を、 邑落 離れた 棚の 上に 隔離 せられて、 

新に、 海 或は 海に 通ず る 川から、 来り 臨む 若 神の 為に、 

機 を 織って ゐ たのであった。 

かう して 来る と、 従来、 

天なる や、 おと たなばたのう ながせる、 玉の みす 

ミタニ フタ ヮタ 

まる、 みすまる に、 あな 玉 はや。 三 谷 二 渡らす、 

ぁぢ しきた かひ こねの 神ぞゃ (記) 

とい ふ 歌の たなばた も、 織女星 信仰の 影の、 まだ 翳さ 

ない 姿に、 かへ して 見る 事が 出来る ので ある。 ^^と 



いひ、 玉の みすまる とい ひ、 すべて、 天孫 降臨の 章の 

説明になる ではない か。 而も、 其 織った 機 を 着る 神の 

ミタニ フタ ヮタ 

からだの 長大な 事 をば 形容して、 三 谷 一 一渡ら すと さへ 

云うて ゐる ではない か。 此は 美し さ を 輝く 方面から 述 

ベた ので はなく、 水から 来る 神なる が 故に、 蛇体と 考 

へ てゐ たので ある。 

ユキ ァヒ 

かう した 土台が あった 為に、 夏 秋の 交叉 祭り は、 存外 

早く、 固有 • 外来 種が、 融合 を 遂げた のであった。 其 

将に 外来 種 を 主と する 様に 傾いた 時期が 奈 良の 盛期で、 

如何に 固有の 棚 機つ 女に、 織女星 信仰 を飜 訳しようと 

して ゐ るか y 目につく。 此康に 訪ねて 来た 神の 帰る 日 



帛の 足らない 事 を 悲しんで、 それ を 補足しょう —— 「た 

なば たに わが 貸す きぬ」 などい ふ 歌が、 此 である —— - 

とい ふ、 可憐な 固有の 民俗 さへ、 見られる ではない か。 

だから、 この 日が、 水上の 祭りで ある ことの 疑念 も、 

解ける 訣 である。 

中 尾 逸二さん の 郷里で 行 はれた 「なのか 日」 の 行事が、 

又 一 面、 たなばた 祭りの 面影 を 見せて ゐる。 他から 来 

る 神を迎 へる 神婚 式即、 棚 機 祭り 式で、 同時に、 夏 秋 

の 交叉 を 意味す る ゆき あ ひ を、 男 神 • 女神の ゆき あ ふ 

祭りと 誤解し 勝ちの 一 例 を 見せて ゐる。 すべての 点か 

ら 見て、 たなばた 祭り は、 霊 祭りと、 本義に おいて、 



度 「おめでたう」 を 盆に 唱 へて、 長上の 健康 を 祝福し 

たのであった。 これ を、 死者に する 聖霊 会と 分つ 為、 

十三 日 以前に 行 ふ 事に して ゐた。 盆 礼の 古い 姿で ある。 

親 • 親方. 主人の 為にした のが、 殊に は、 族 人の 長上 

に 向って 行 ふ 風が、 目 だって 見えた。 

正式な 形 は、 恐らく 一 人々々、 ばら/ \ に 出かけて、 

祝うて 帰る、 といった 風で はなく、 定 つた 日に、 長上 

の 家に 集って、 家主に 向って、 一同から 所謂、 おめで 

た詞を 述べた ので あらう。 正月なら ば、 てんでに、 鏡 

餅 を 持って 据 ゑに 行く 処を、 多く、 塩 鯖を携 へて 行く 

やうに、 手 みやげの 分化が、 行 はれて ゐた。 此 鯖を捧 



げる 極り は、 未だに 行 はれて ゐる やうで あるが、 元は 

かう した 品物 を、 一般に さばと 称へ てゐ たのが、 さば 

ならば 一 層、 さかなの 鯖に した 方が、 言葉の 上の 祝福 

の 効果 も 多から う、 とい ふ考 へから、 いっか、 さかな 

になって 行った ものと 思 ふ。 実の 処、 年 暦の 改まる 時 

に 奉った もの は、 魂であった ので、 さば —— 産 飯と 書 

き なれて ゐる 所の —— とい ふ 語で 表す 様になつ たのに 

は、 聯想の、 他から 加って 来た ものと 考 へる。 だから、 

此を も、 とい ふべき なの だら うが、 長い 年月の 間 

に、 盆. 正月 二期の 同じ 行事 を、 特殊な 言葉で 言 ひ 分 

ける 必要 を 感じて 来たので あらう。 



に、 一 つ を 死者の 為に、 一 つ を 生者の 為と 漠然たる 区 

別 をつ ける 様になっても、 やはり 以前の おもかげ は、 

隠れき つて ゐな いので ある。 この 意味に おいて、 わ 

れく は、 生き 盆の 材料 • 方式 を、 今のう ちに、 共同 

努力の 下に、 蒐集して おきたい と 思 ふ。 

今一 つ、 この 盆の 期間に、 大事の 行事が あって、 今や 

完全に、 その 転義 をす らも 忘れ去ら うとして ゐる。 其 

は、 たなばた 前後から、 此 時期に 渡って 行 はれる、 M 

ん がまの 行事で ある。 歳暮に 行うた と 称する 「庭 竈」 

の 都風 は、 歌枕 以後、 誹諧の 季題にまで 保存 せられて 

ゐる。 今 も、 荘内 辺で は、 刈り上げ 後に、 に はな ひ 行 



とい ふこと をす る。 家の 内に ゐ ないで、 庭に ゐて、 所 

在な さに、 緦を絢 ふ 物忌み だからと いふので、 勿論、 

新嘗と 関聯す る 所 は あるので あるが、 これらの 事実 を 

見ても、 一家 族 或は 或 種の 人々 が、 家の 建て 物のう ち 

にはゐ ないで、 別に 煮 焚きの 火床 を 構へ て、 謹慎す る 

日が あつたの である。 

此が、 一年 後半期の 年頭と も 称すべき、 盆の 時に おい 

て 行 はれる のが、 専、 村の 少女の 間にく り 返されて ゐ 

る、 右の ぼんが まなので あった。 恐らく、童遊びの^+^ 

VT^ • おつかさん ごとな どい ふ 形 を 生み出した、 元の 

姿と して 見るべき であらう。 年頭に、 男の子た ちが、 



鳥小屋. かま くら. 道祖神 小屋な どに 籠る のと、 一つ 

意味の ものであるが、 かう して 分 居した 団員が、 その 

謹慎に よって、 新な 社会的 資格 を 得る 様になった、 と 

見る 事が 出来る。 

即、 同じ 物忌みの 沢山 ある 中で も、 この ぼんが ま は、 

女に 対する 成年 戒 —— 謂 は >、 成女戒 とも 名づ くべき 

の 授けられる 前提と 見るべき である。 此 行事 は、 

道祖神 祭りに 与る 団員た ちよりも、 今少し 年齢が 自由 

で、 かなり 年た けた 娘た ち も、 仲間入りして ゐる事 を 

思へば、 成年 戒 に対して 行 はれた 準 成年 戒 —— 幼童 か 

ら 村の 少年 . 少女と なる —— より は、 広く、 成 女戒に 



属した もので はない かと 思 ふ。 だが、 尚考 へて 見る と、 

此に 先だって 行 はれる 早 処女 定めと しての、 卯月の 山 

籠りの あるから 思へば、 もと/ \、 その 範囲 は、 成 女. 

成年と なるべき 人々 をつ くる、 準 成年 戒 授与の 時期と 

見る 方が、 穏当ら しく 考 へられる ので ある。 

さう 謂へば、 おなじく 「盆」 を 以て 称せられる 地蔵 盆 

I 又、 地蔵 祭りと も —— の 如き も 時期 は 稍 遅れて 行 

はれる が、 七夕. 盂蘭盆に 関係の 浅くない 事 を 見せて 

ゐる。 正式に は、 七月 二十四日、 処 によって は、 月見 

の 頃に 及ぶ 事 さへ ある。 此が 祭り 主 は、 女の子で ある 

地方 も、 男の子で ある 処も ある 様 だ。 何れにしても、 



かう 述べて 来る と、 正月と 盆と で、 男女の 子どもの 受 

け 持ちが、 違うて ゐる 様に 見える。 現に さう した 傾き 

も、 確に ある。 だが、 更に 藪 入りの 閻魔 詣 での 風と、 

照し 合せて 考へ ると、 もっと 自由な 処が窺 はれる。 こ 

の 上 元. 中元に 接した 十六 日 を 以て、 子どもの 閻魔に 

詣る日 だと 考へ はじめた の は、 訣 のない 事と は 思 はれ 

ぬ。 正月の 分 は、 恐らく 中元の 行事から 類推して 行 ふ 

事に なった ので あらう が、 此と藪 入りとの 関聯して ゐ 

る 点が、 問題で あると 思 ふ。 閻魔 或は 地蔵の 斎日に、 

一 処に集 ふとい ふ 風 は、 大体、 其 期日の 頃に 行 はれた 

古代の 遺習の、 習 合せられて ゐる ものと 考 へる 事が 出 



来る。 第 一 に、 此が藪 入りの 一 条件に なって ゐ るかの 

如く 見える 点に おいて、 注意すべき ものが ある。 

年頭、 或は 中元に、 長上の いきみた ま を 祝福す る 為に、 

散 居した 子. 子方 等の 集り 来る のが、 近世の 藪 入りの 

起リ であるら しい。 処が、 此 行事に も、 尚 重り 合うた 

姿が 認められ るので ある。 即、 少年少女 のみ 特に 属す 

る 所の 神 を 祭る 為に、 来 集 するとい ふ 習俗で ある。 

やぶい りなる 語の、 方言 的の 発生 を 持って ゐる こと は、 

略 見当 をつ ける 事が 出来る。 一地 方から 出て、 広く 行 

はれる 様になり、 内容 も 延長 せらる、 様になつ たらし 

い。 祭 員と しての 少年少女 を 要する 祭りが、 村 を 出ぬ 
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